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腹腔内に形成され腫蕩組織の脊柱管内直接浸潤により

後躯麻療を呈 じた午白血病のI例

松山雄喜" 神尾恭平" 村上智亮" 下回 崇2' 古林与志安"

古岡秀文" 松本高太郎 11 猪1'!~詩 11 )

j)帯広畜産大学畜産学部臨床獣医学研究部門予防獣医療学分野 (干080-8555 帯広市稲

悶町西2線 11)

2)十勝J::k業共済組合 ('f089-1182 帯広市川西町基線59番地28)

(2009年1月21日受付 2009年4月13日受理)

要 約

5歳 6カ月齢ホルスタイン種乳牛が，後挺麻却による起立不能を呈 した 浅頚リンパ節の腫大と直腸検査による腫姻

の触知から牛白血病を疑ったが， 血液検査とリンパ節の針吸引生検では確定診断できなかった.剖検では，60 x 40 x 

20cm大の多結節性腫摘が背側の腹腔墜に接して有在していた 服務組織は腸腰筋に浸潤し， 一部は第5および第6腰

椎椎間孔より脊柱管内に連続的に波及し，脊fu!IおよひP脊1);帥11経根を圧迫していた.腫協はCD31場性のT調11胞性リンパ

腫で，牛白血病ウイルス抗体陰性であったため，散発型牛白血病と診断された.
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牛白血病の多くは牛白血病ウイルス (BLV)による成

牛型であるが，原因不明の散発型の発生もあり ，牛の年

齢と!盟疹の形成部位に基つーいて，子牛型，胸!以型，皮!悶

型に分類される [1-3].典型的な臨床所見は，体表リン

パ節または全身のリンパ節の腫大，リンパ球i目多症およ

び末科j血における異型リンパ球の出現である . 腿ü.~細胞

は全身のさまざまな臓器に浸潤し，臓綜の種類と浸限lの

程度により多彩な臨床症状を示す [1，3， 4].脊髄への

佼世lもよくみられ [5-8]，後躯麻抑の原因となることが

多い [9，10] 今回，散発型l牛白血病により腹腔内に形

成された腫揚が脊柱管内に連続的に波及し，後躯麻癖を

呈した乳牛のI例に遭遇したのでその概要を報告する.

症 例

症例は北海道十勝管内で飼養されていた5歳6カ月齢

のホルスタイン種乳牛で， 3カ月前に正常分娩した泌乳

牛である 起立不能との菓告で，初診i時 (平成19年 11

月18日，第 l病日)に皮混低下および起立不能を認め

たため，低カルシウム血症を疑いカルシウム製剤(グル

カ注20%，川崎三J.¥!g製薬側，神奈川)による治療を 2

日間行った.初診i時の血液検査では Ca7.5mg/dlであ

リンパ節がllil\朕し直 IJ品検査にて腿揺が骨~!知され，牛白血

病が疑われたため，第17病日に大学に搬入された

来院l時の身体検査では，体罰l38.0t，心拍数86/min，

l呼吸数30/minで，後!民麻捧による起立不能を認め (図

J)，左右浅罫iリンパ節はIJ車大し(J5x 10cm)，磁結!惑

を有していた.直腸検査では直IJ島背側に拳大の硬い1I重摘

を触知した主頚リンパ節の針吸引生検を実施したが，

回収される細胞数が少なく，明らかな典型リンパ球も検

出されなかったため，確定診断には至らなかった 血液

り，治療に対する反応はみられなかったその後，体表 図1 後躯麻障による起立不能 (第17病日〕
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後躯麻障を呈した牛白血病のI例

表J.血液およひ'1血液生化学所見 (第17病日)

RBC 

Hb 

PCV 

MCV 

MCH 

MCHC 

Platelet 

WBC 
Sね

Seg 

Lym 

Mon 

Eos 

Ba 

3.96XIO'/，μl 

6.5g/dl 

19.2% 

49.0日

16.4pg 

33.9g/dl 

52.4 x 10"/μl 

17100/pl 

855/，μl 

13338/，μl 

2736/，μl 

171/，μl 。/μl。/μl
( ): 1"iV1仙 [15]

AST 395U/1 

Al.P 305U/1 

yGTP 49U/1 

CK 1354U/1 

Ca 8.5mg/dl 

P 4.6mg/dl 

ルIg 2.4mg/dl 

LDH 4890U/I (692-1445) 

LDHI 1428U/1 (350-751) 

LDH2 1399U/1 087-3'叩)

LDH3 1222U/100-2回)

LDH4 509U/1 (42-87) 

LDH5 323U/1 (48-101) 

図2 IIQ腔後部から'I!t盤!佳にかけて認められた60x 40 x 

20cm大の乳白色多結節性のnm拙 (矢印) 腫樹は右

腎，政大動脈および後大静脈を巻き込みIIU腔背側に付

着していた

検査では，正球性正色素性ltJfJl，枠状核および分業核好

中球の増加を認めたが，リンパ球の!!1多は認められなか

った.生化学検査では.AST， ALP， yGTP， CKおよび

LDHの上昇を認め， LDH7イソザイムでは全分画が高

値を示した (表 1) さらに，蛋自分画は慢性炎症パター

ンを呈したヰ白血病診断用抗原(件以ヒ旦研究所，埼玉)

を用いたゲJレ内沈降反応試験では，抗体は陰性であっ

た

病理解剖および病理組織学所見

第 18病日にキシラジン (スキルペン2%注射液，附

インターベット，茨城)とチアミラーJレナトリウム (イ

ソゾール，日医工附，富山)を用いたi~l，麻酔下で， 飽和

塩化カリウム溶液急速静脈内投与による安楽死を行っ

た.60 x 40 x 20cm大の乳白色多結節性の服婚が背側

のH皇陛壁に接して存在し，右2符，版大[9J脈および後大静

日G!:会誌 62 713-716 (2009) 

図3 第6腰椎柑!日l孔より脊柱管 (矢印)に侵入する服癌

(矢頭)

1~14 

種々 の:w:の貯般位制胞質を有するリンパ球様腿jg細胞

の充実性地拙からなっており，腫場細胞はクロマザーン

仁日み 明瞭な核仁を有するものが混をしていた ま

た?核浪縮に陥った腿娘細胞および有品分裂i量も散見

された (HE染色 Bar = 25μm) 

脈を巻き込んでいた(図2).この脆摘はj制限的Jに詰(lliJ

1.-.第51.腰椎から第l官h純までの椎体腹仰IJiuiを被い， 一

部が第5および第6腰枇般fUj孔より脊柱管内に述続的に

波及していた (図 3).脊柱管内ではH'lH1rlは直径3cm大

で，右側第6腰神経と癒着していた 腹腔内服樹の制面

は多結節性で膨降し，乳白色髄様で，直径 5mmから

5cm大の硬結!惑を有する被包化 された貨白色チーズ様

のJij死巣を多数認めた 左右浅頚リンパ節はij!結1惑を伴

い20xlOX 5cm大にJHi大1.-，書rJ面Iではlほ脱内服樹と同

様の壊死巣を多数認めた.左脈筒リンパ節および左右腸

Ti下リンパ節には顕著な服大を認めなかったが，山n面に

て壊死J.itを数カ所認めた.肝リンパ節は腕大し，割l而は

膨隆，白色髄様であった また，第2および第7肋骨付

務部において直径2cm大の白色結節を認めた

病理組織学的検索では，)J担腔内輝総は大小不問の頚円

形ないし多角形核と続々の抵の好酸性細胞質を有する リ
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ンパ球様腿傍細胞の充実性増殖からなっていた (図4). 

腫蕩細胞はクロマチンに笛み，明瞭な核仁を有するもの

も混在していた.また，秒、il1'l縮を示す!位協細胞および有

糸分裂像も散見され，これらの所見からリンパ腫と診断

された 腿揚細胞はパラフイン切片を利用 した免疫染色

(ENVISION +ポリマ一法，ダコ ジャパン側，東京)

により T紺|胞マーカーである CD3ウサギポリクローナ

ル抗体 (ダコ ジャパン側，東京)に陽性で， B細胞マ

ーカーである BLA-367ウスモノクローナル抗体 (Bio-

genesis， U.S.A.)には陰性であった 浅頚リンパ節は

腫揚組織にI置換され， t虫死巣が多結節性に分布し，その

辺縁部には多核巨細胞を認めた 腿fJ.Jj細胞は脇骨 Fリン

パ節， JH門リンパ節，左膝儲リンパ節および胃周囲リン

パ節にも浸潤していた 脊柱管内腿摘近傍の脊髄神経根

では軸索変性がみられ，脊fiIi白質においてスフエロイド

が散見された.

考 察

本症例はBLV抗体|陰性で， CD3陽性のT細胞性腫協

であることから散発型牛白血病に属すると考えられた.

しかし，年齢が5歳6カ月で，皮j首や縦隔部に病変が認

められず，既存の3病型には当てはまらなかった.

本症例では初診l時に低カルシウムJrU症を疑って加療 L

たが，治療への反応が悪く低カルシウム血症以外の疾忠

の可能↑止が考えられた 浅頚リンパ節の服大と直腸検査

による腫痛の触知は， 牛白血病の可能性が高いことを示

唆していた しかし，浅頚リンパ節の針吸引生検におい

て腕窃細胞を検出できず，リンパ球増多症も末梢血中の

異型リンパ球の出現も認められず，さらに BLV抗体も

陰性であったことから，牛白血病の確定診断に歪らなか

った 病理解剖の結果，浅頚リンパ節制iliiに多数の壊死

巣を認めたが，これが針吸引生検で診断ができなかった

原因であると考えられた.一般に複数のリンパ節で実施

すると針吸引生検の診断精度は高まるが，本症例では浅

頚リンパ節以外の体表リンパ節は腫大しておらず，これ

も生検で診断が困難であったー悶と考えられた

牛白J([l病では，最後胸部古から!l!i仙古liにかけての脊髄硬

膜脂肪組織あるいは脊髄神経線近傍に形成された腿蕩組

織が脊髄を圧迫することにより，後!Js麻抑が生じる こと

が多い [9，10J.いっぽう，牛白血病細胞の脊髄直接浸

潤症例でも後躯麻却が主症状であるが [11-14J，11主腔

内に形成された白血病の胞協組織が脊柱管内に連続的に

波及した報告はみられない.なお，牛白血病による起立

不能症例の中には，骨推腔内の腫品;または腫大したリン

パ節が，骨盤壁および後肢へ走行する末梢神経を圧迫す

ることによる起立不能もある [3J 本症例の場合は，腹

腔内のl盟主Jの一部が第5および第6腰椎椎問孔より脊柱

管内に直披侵入し， 右側第611要神経を圧迫することによ

り後躯麻揮と起立不能を引き起こしたと考えられた.

乳ヰで起立不能症を認めた場合，低カルシウム血症，

骨折，筋肉の損傷など，さまざまな疾病を疑う必要があ

る しかし，通常の治療に反応せず後躯麻揮を呈してい

る症例lで牛白血病を疑う場合には，脆蕩の脊髄浸潤を考

慮すべきである。

本症例報告の一部は帯広苔産大学と十勝農業共済組合の共同

研究として実施された また本症例報告の一部は鮒畜産技術協

会委託研究開発事業および帯広畜産大学教育研究改革 ・改普プ

ロジェクト経費の援助を受けている.さらに症例の臨床 ー病理

学的検索に協力いただいた帯広畜産大学諸氏 (舟戸恨悟，松手l

高峯， 石井三郁夫)に深謝する。
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Bovine Leukosis with Hind Limb Paresis due to Direct Invasion 
of Intra-Abdominal Neoplastic Tissue to the Vertebral Canal 

Yuuki MATSUYAMA'， Kyouhei KAMIO， Tomoaki MURAKAMI， Takashi SHIMODA， 
Yoshiyasu KOBAYASHI， Hidefumi FURUOKA， Kohtaro MATSUMOTO 

and Hisashi INOKUMA' 

* Obihiro University o[ Agriculture and Vete門 naγyMedicine， Inada， Obihiro， 080-8555， Japan 

SUMMARY 

A Holstein cow (5 years and 3 months old) presented with hind limb paresis and was unable to stand， Bovine 
leukosis was suspected given the enlargement of cervical lympt nodes and existence of an abdominal mass 

detected by rectal palpation; however， it could not be confirmed by blood examination and fine needle aspira-
tion of cervicallymph nodl's. Pathological examination revealed a mu1tinodular mass (60 x 40 x 20 cm) on the 

dorsal abdomen that was invasive into the iliopsoas muscle. A portion of the mass invaded the vertebral canal 
between the 5th and 6th intervertebral foramina and compressed the spinal cord and nerves. Histopathologi-
cal examination revealed the mass to be T-cell lymphoma based on CD3 positivity. Given that antibodies 

against bovine leukemia virus were not detected， the case was diagnosed as sporadic type bovine leukosis 
Key words : bovine leukosis， spinal cord invasion， hind limb paresis 
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